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第 5 章では、大電力進行波管で生ずる 2 ， 3 の問題点を解明する。第 4 章で述べたクライストロン
では実現できないほどの広帯域のマイクロ波管が衛星通信等で要求されるようになり、結合空胴型進
行波管の研究が述べられている。まず遅波回路の測定法と最適化について述べ、つぎに実用上の重要
な問題として遅波回路の寸法バラツキが整合に及ぼす影響および周波数特性に現われる利得リップル
に関する理論研究を示している。最後に上の成果をとり入れて 9GHz帯で連続波出力10kw の進行波
管を試作した結果を述べている。
第 6 章は結論であって、得られた成果をまとめるとともに残された問題点を展望している。
論文の審査結果の要旨
本論文では、まず一様集束磁界中の電子流について、従来から知られていた諸形態の電子流を統一
的に整理し相互関係を明らかにする記述法を考案している。これに基づいて新しい空間電荷流を見出
している。さらに高収束高パーピアンスの中空電子ビーム発生用の電子銃を新しく提案し、設計理論
を提示するとともに実験によってその有用性を確認している。
さらにクライストロンの大振巾動作時の周波数特性の広帯域化について簡便な解析法を案出してい
る。ついでクライストロンと進行波管との中間的性格を持つ空胴結合型進行波管について、結合イン
ピーダンスの簡易測定法、回路定数の許容偏差、回路中の不整合が特性に及ぼす影響など、実際の管
の動作に大きな影響を与える諸効果について具体的な解決策を与え試作管によって実証している。
このように、この分野の進歩に貢献するところ大であり、博士論文として価値あるものと認める。
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